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杉並建築会大会     2023-2024 年度　第４回

　　　　　

　　　  
　　　　 阿佐谷地域区民センター　
　　　　　　 第 1・第 2・第３集会室   （ 2 階 ）　　　　　　　　
　　　　　　   定員 :８０名　  参加費：500 円 
                              ※どなたでもご参加いただけます

　　
　　　　　　　
　　　　　　　

主催：杉並建築会                                                                                                                                                                     後援：杉並区(JIA 杉並地域会・東京都建築士事務所協会杉並支部・東京建築士会杉並支部）

住民が担い手になった
杉並のまちづくり・公共施設づくりから学ぶ
  CPD ３単位申請中　　　

パネリスト

岸本聡子     杉並区長
讃岐　亮     東京都立大学助教
比嘉武彦     kw+hg architects
村上美奈子・石井祐樹・林美樹   杉並建築会

　　　　    

            　
モデレーター

豊川士朗　 杉並建築会

2025年 1月 11日（土）　14:30 ～ 18:00
      　　　　　　

懇親会　　18:20~19:30 　
　　　　　
第４・第５集会室  ( 3 階 ）
参加費：1500 円
　　　　　　   

第 1回　蚕糸試験場跡地周辺と杉十小学校

第２回　中高生がつくるサードプレイス「ゆう杉並」　　　写真 : すぎなみ学倶楽部　

第 3回　公共空間のリノベーションを紐とく「杉並区立中央図書館」

撮影：川澄・小林研二写真事務所



村上美奈子　杉並建築会代表　計画工房
石井　祐樹　杉並建築会　風工房
林　　美樹　杉並建築会　Studio PRANA

【申込み方法】　 申込フォームにて必要事項をご記入の上お申し込みください
　　　　　　　  
　　　　　　    QRコードからも申し込みができます
【申込フォーム】　https://forms.gle/Z1Q5sQ2fBbifVyTT8
【問い合せ】　     080-5485-9454　杉並建築会  （石井）
　　　　　　 
                       e-mail：sugi_kenchiku@kkoubou.sakura.ne. jp
 
　　　　

　

　
　阿佐谷地域区民センター
　 杉並区阿佐谷北 1-1-1　03-5356-9501 
     ・JR 中央線「阿佐ヶ谷駅」から徒歩 5分 

杉並区では現在、まちづくり・道路整備・施設再編などの進
め方について、新たに検討が行われ、区民との対話集会を開き、
区民意見を反映させる仕組みを模索中です。過去を振り返れ
ば、杉並区では非常に先進的なまちづくりや施設計画の事例
が試みられ、実現されてきました。今後の方策を考える上でも、
それらの事例をプロセスも含めて丁寧に振り返り、これまで
住民が担い手になって実現されてきた経験から、現在のまち
づくりや公共施設づくりに活かすことができるようなプロセ
スや方法を学ぶことが大切なのではないでしょうか。杉並建
築会では2023年度から2024年度にかけて、3事例を取り上げ、
区民と共に現地見学や意見交換・ワークショップを行い、住
民が担い手となった杉並のまちづくり、公共施設づくりの方
法やプロセスについて話し合い、これからのまちづくり、公
共施設づくりの契機へ繋げたいと考えています。

第 1回　蚕糸試験場跡地周辺と杉十小学校
杉並で全国初の防災公園と一体として実現した開かれ
た小学校の計画

第 2回　中高生がつくるサードプレイス
                   「ゆう杉並」　
居場所づくりとして企画から運営にも中高生が関わる
全国初の事例

第 3回　公共空間のリノベーションを紐とく
　　　　「杉並区立中央図書館」
黒川紀章の設計による図書館が、利用者の意見なども
取り入れ、設計者選定プロポーザルを経て改修された
事例

第 4回　住民が担い手になったまちづくり　
　　　　公共施設つくりから学ぶ
　
第１回から第３回の内容を振り返り、行政と市民とい
う関係性だけでなく、議会や専門家の関わりによって
課題解決のプロセスがどのように変わるのか、今後に
活かせるヒントを探る。
　

住民が担い手になった　杉並のまちづくり・公共施設づくりから学ぶ

岸本聡子　Satoko Kishimoto　杉並区長
1974年東京都生まれ。日本大学文理学部社会学科卒業
後、NGO「A SEED JAPAN」、国際政策シンクタンク
NGO「トランスナショナル研究所」等を経て、2022年
移住先のベルギーから日本に帰国。  同年7月から杉並
区長。

豊川士朗　Shiro Toyokawa   杉並建築会　
1960年広島市生まれ。1984年早稲田大学理工学部建
築学科卒業、中野区入庁。東京都都市計画局派遣、中
野区建築主事、まちづくり推進部長、都市基盤部長等
を歴任し、2024年中野区退職。現在、公益社団法人中
野区シルバー人材センター常務理事兼事務局長。

讃岐　亮　Ryo Sanuki　東京都立大学助教
1984年生まれ。2007年東京都立大学建築学科卒業。
専門分野は建築、都市計画。主に都市分析の研究と施
設マネジメントや市民参画に関する研究を行う傍ら、
杉並区をはじめ全国各地の市民ワークショップファシ
リテーターや、まちづくり・施設再編に関するアドバ
イザーを務める。

比嘉武彦　Takehiko Higa　kw+hg architects
1961年沖縄生まれ。中学は広島、高校は名古屋、大学
は京都で過ごす。現在は荻窪にて建築設計事務所を主
宰。小さな個人住宅から、庁舎や学校などの公共施設
まで、さまざまな建築を設計。武蔵境駅前の武蔵野市
の公共施設“武蔵野プレイス”で建築学会賞を受賞。

パネリスト

モデレーター

プログラム

●報告
　蚕糸試験場跡地周辺と杉十小学校　   村上美奈子
　中高生がつくるサードプレイス「ゆう杉並」
　　　　　　　　　　　　　　　　       石井祐樹
　公共空間のリノベーションを紐とく
　「杉並区立中央図書館」　　　　　       林　美樹

●パネルディスカッション


